
  

公共劇場舞台技術者連絡会 

令和 8 年度 総会 【報告】 
 

開催日時：令和８年６月１９日（木）9：3０～１２：３０ 

場  所：静岡芸術劇場 
 

  公共劇場舞台技術者連絡会（公技連）は舞台技術部門職員を有する全国の公立文化施

設の劇場及びホールまたは施設を運営する法人で構成され、公立の劇場やホールの劇場

技術者が連携し、各劇場間の諸問題の調査研究や情報交換・研修を通して、公演製作作

業の安全基準及び運用管理基準の策定と普及を行い公演の円滑な進行管理と安全確保、

技術的専門性の確立を目的とする組織である。  

公共劇場舞台技術者連絡会事務局より配布された「令和8年度総会」式次第に沿って、

安田会⾧（東京芸術劇場）の議事進行により行われた。 

希望者のみ午後、静岡舞台芸術公園見学。詳細は次の通り。 

 

【開 会】 

 会⾧挨拶 ：安田 武司 氏（東京芸術劇場） 

 開催館挨拶：宮城 聰 氏 （SPAC 静岡県舞台芸術センター芸術総監督） 

 参加者確認：各館の近況報告（２３施設 ３８名出席） 

 オブザーバー参加：千葉県文化会館 1 名、可児市文化創造センターala 1 名、 

神戸市文化ホール 2 名 

 

【 議 題 】 

第 1 号議案（令和 7 年度事業報告・決算報告） 

・総会、定例連絡会、専門分科会の開催実績を報告。 

・ホームページで求人・研修情報を掲載し、協力名義の使用許可などの活動を実施。 

・決算は監査の結果、適正に執行されていることが確認され、承認された。 

・山口情報芸術センターYCAM より退会の報告があった。 

 

第 2 号議案（令和 8 年度事業計画・予算案） 

・総会、定例連絡会、専門分科会の開催予定を報告。 

・Zoom や Google アカウント導入による、アーカイブ配信やオンライン活用を進める



  

方針。 

・年会費を 2 万円に改定した予算案を説明し、承認された。 

 

第 3 号議案（役員改選） 

・会⾧の安田氏と、副会⾧の押谷氏が再任。 

・副会⾧に福田氏、監事に金子氏が新任。 

・新体制で人材育成や働きやすい環境づくりに取り組む方針を共有した。 

・基準協会⾧は堀内代表顧問から安田会⾧に交代。 

 

第４号議案（入会希望施設） 

・千葉県文化会館、可児市文化創造センター、神戸市文化ホールの加盟を承認。 

・山口情報芸術センターYCAM 退会希望を承認。 

・今後の会の方向性や加盟基準についても意見交換が行われた。 

 

報告・検討事項 

・推進フォーラム将来ビジョンについての報告。 

・第 2 回専門分科会 劇場技術者向け（イマーシブオーディオ等）の開催予定を報告。 

・レーザー機器使用申請書の共通様式を整備。 

・労災保険センターと連携し、安全講習を公技連が中心となって実施する方針を報告。 

・全公文との技術部会設立に向けた取り組み、ガイドライン無償配布について説明。 

 

各館質問 

・議⾧により各館の質問を抜粋し、休館中の委託業者対応、高所作業台のオーバーホー

ル、携帯電話抑止装置などについて意見交換を行った。 

 

 



  

総括 

すべての議案は承認され、新役員体制のもと、人材育成、安全対策、技術交流の強化、

デジタル化（アーカイブ配信等）を重点課題として活動を進めることが確認された。 

 

  
 

 

 

【静岡舞台芸術公園見学会】6 月 19 日（木）１４：００～１５：３０ 
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野外劇場「有度」 

  
 

 
文責：公技連 事務局 


